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＜ 資 料 編 ＞

Ⅰ 新潟県教育の主な基礎データ
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Ⅱ 新潟県教育の現状

＜義務教育＞

１ 授業改善の成果が表れています

（１） 小学校６年生「全国学力・学習状況調査」

（２） 中学校３年生「全国学力・学習状況調査」

２ 「中１ギャップ解消プログラム」の着実な実践が求められています。

中１ギャップの状況（不登校：県全体）

小６全国平均正答率との差（年次推移）
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３ 「いじめ防止対策」の成果が表れています。

（１） 小学校６年生

（２） 中学校３年生

４ 「将来就きたい仕事のイメージを持っている中学生」の割合の増加を目指します。
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＜高校教育＞

１ 高等学校等への進学率は99.４％です！

２ 高校生活の満足度は高いレベルで推移しています。

（１） 「入学した学校が入りたい学校であった」と答えた生徒 （全日制１年生）

（２） 高校生活に「満足している」「どちらかといえば満足している」と答えた生徒 （全日制２年生）

（３） 専門学科での学習が進路実現に「役立つ」「ある程度役立つ」と答えた生徒 （全日制２年生）
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３ 高等学校中退率は全国より低い水準が続いています

４ 約半数の生徒が大学等へ進学しています（大学進学率）

＜保健・体育＞

１ 小学生の体力は、全国トップクラスです。

平成15年度の全国平均値（50.0）と比較した本県平均値の年次推移（小３～小６年）

２ 中学生の体力は、全国レベルです。

平成15年度の全国平均値（50.0）と比較した本県平均値の年次推移

※ 本県：公立(全・定) 全国：H24年度までは公立(全・定)、H25年度は国公私立(全・定)
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３ 子どもたちのむし歯の少なさは全国トップを維持しています。

12歳児の１人平均むし歯数の推移

４ 子どもたちの交通事故死傷者数は減少しています。

平成15年の数値を0としたときの死傷者数の減少率年次推移

５ 日本の食文化を継承する米飯給食が進んでいます。

１週間における米飯給食実施回数の年次推移 ※H26から算出基準変更

【国体男女総合成績の推移：目標は10位台定着です】
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Ⅲ 平成26年度新潟県教育委員会刊行物一覧

以下の刊行物については、新潟県庁１階の行政情報センターで閲覧できます。

刊　行　物　名 発行年月 所管課

新潟県教育振興基本計画 平成26年 ４月

新潟県教育振興基本計画　【概要版】 平成26年 ４月

教育施策の概要 平成26年 ４月

平成25年度教育調査資料第１集　　高等学校等入学状況調査報告書 平成26年 ８月

平成25年度教育調査資料第２集　　学校要覧 平成26年 11月

平成25年度教育調査資料第３集　　大学等進学状況調査報告書 平成26年 10月

平成25年度教育調査資料第４集　　地方教育費調査（平成25会計年度）報告書 平成27年 ３月

教育だより新潟「かけはし」№36、№37
平成26年 ７月
         12月

ＰＲＯＪＥＣＴじょうえつ　　　　　　　　　　　　（上越教育事務所　発行） 平成27年 ３月

授業改善のポイント2015　　　　　　　　　　　　　（中越教育事務所　発行） 平成27年 ３月

「教育下越」特別号「Ｔeacher's2015」　　　　　　（下越教育事務所　発行） 平成27年 ３月

公立学校教員募集　パンフレット 平成26年 ４月

平成27年度　学校教育の重点 平成27年 ２月

公立高校入学者選抜に係るパンフレット
　　　　「COMPASS TO YOUR FUTURE　未来への羅針盤」

平成26年 ６月

スクールライフ　サポートブック 平成27年 ３月

奨学金ガイド 平成27年 ３月

生涯学習・社会教育の現状 平成26年 ９月

新潟県の図書館　　　　　　　　　　　　　　（県立図書館　発行） 平成26年 11月

新潟県立図書館年報　　　　　　　　　　　　（県立図書館　発行） 平成26年 ８月

はぐくみネットワーク 平成27年 ３月

平成26年度新潟県内の生涯学習取組事例集
　　　　　　　　　　　　　　　（県立生涯学習推進センター　発行）

平成27年 ３月

平成25年度新潟県文化財年報 平成27年 ２月

平成25年度市町村文化行政の現状 平成26年 10月

新潟県立近代美術館／新潟県立万代島美術館／平成25年度年報
　　　　　　　　　　　（県立近代美術館／県立万代島美術館　発行）

平成27年 ３月

新潟県立文書館年報　第22号　平成25年度 平成26年 ６月

小児の歯科疾患の現状と歯科保健対策 平成27年 ３月

定期健康診断に基づく疾病状況調査集計表 平成27年 ３月

学校保健安全等統計資料集 平成27年 ３月

新潟県の学校体育 平成27年 ３月

健康増進・体力向上の取組事例集 平成27年 ３月

保健体育課

高等学校教育課

総務課

文化行政課

義務教育課

生涯学習推進課
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＜参考１＞地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号)抜粋

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第27条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（中略）の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。

＜参考２＞教育に関する事務の点検及び評価の実施に関する規則

平成20年３月31日

新潟県教育委員会規則第11号

（趣旨）

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162

号。以下「法」という｡)第27条の規定に基づき、新潟県教育委員会（以下「教育委員

会」という｡)が実施する教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて、必要な事項を定めるものとする。

（点検及び評価の対象及び時期）

第２条 点検及び評価の対象は、法第23条各号に掲げる事務及び教育施策上の重要課題

とする。

２ 点検及び評価は、毎年度、前年度の前項に規定する事項について行うものとする。

（資料の整理等）

第３条 点検及び評価に資するため、事務局（法第18条に定める事務局をいう。以下同

じ｡)は、前条第１項に規定する事項について、必要な資料を整理する。

（点検及び評価に係る会議等）

第４条 点検及び評価を行うため、教育委員会は、協議会(新潟県教育委員会会議規則(昭

和39年新潟県教育委員会規則第12号)第９条に定める協議会をいう。以下同じ｡)を開

催する。

２ 法第27条第２項に定める学識経験者の知見を活用するため、教育委員会は前項に規

定する協議会に、学識経験者の出席を求める。

（議会報告等）

第５条 教育委員会は、協議会の検討を踏まえ、点検及び評価の結果に関する報告書を

作成し、これを新潟県議会に提出するとともに、公表する。

（庶務）

第６条 点検及び評価の実施に関する庶務は、教育庁総務課において行う。

附 則

この規則は、平成20年４月１日から施行する。


